
介紹

『
古
事
記
論
天
孫
降
臨
条
の
構
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
木
孝
次
郎

美
術
史
に
お
け
る
古
典
様
式
の
問
題

　
ー
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の

　
　
　
形
式
概
念
に
つ
い
て
i
中
村
　
二
柄

部
斑
制
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
林
屋
辰
三
郎

古
鏡
に
映
じ
た
古
代
田
本
序
説
　
樋
口
　
隆
康

八
百
万
の
神
々
　
　
　
　
　
　
　
肥
後
　
和
男

奈
良
時
代
に
お
け
る
擬
翻
同
族
的
結
合
の
意
義

　
－
特
に
郡
司
級
の
豪

　
　
　
族
性
を
め
ぐ
っ
て
一

古
代
史
上
の
吉
備
の
児
島

硬
玉
の
勾
玉

平
安
中
期
の
国
内
海
運

奈
良
時
代
仏
教
の
轡
教
的
性
格

福
尾
罪
悪
郎

藤
井
　
　
駿

藤
田
亮
策

古
田
　
良
一

堀
池
　
春
峯

『
魏
志
』
倭
人
伝
行
程
記
事
の
解
説

最
澄
の
天
台
立
数
と
そ
の
周
辺

宣
命
の
起
源

平
安
初
期
の
商
業
と
商
人

加
羅
諸
国
小
考

　
一
1
・
神
功
紀
の
加
羅
七
国

　
　
　
平
定
桑
名
に
つ
い
て
一

打
田
の
小
槌
考

大
江
芳
房
に
つ
い
て

法
金
剛
院
の
造
営
と
阿
弥
陀
像

三松松真三
品ほ1本坂

彰　雅忠臣
英宏明之二

毛村宮
利島崎

修市
久一一定

日
本
に
お
け
る
古
代
火
葬
墓
の
分
類

　
一
歴
史
考
古
学

　
　
　
酌
研
究
序
論
一

『
古
事
記
』
序
文
考

大
難
祭
の
成
立
年
代

瞬
顧
直
二
郷
先
生
略
年
譜

西
田
蕩
二
部
先
生
著
作
目
録

安
井
　
良
三

藪
田
嘉
一
郎

横
田
　
健
一

（
A
5
判
八
二
六
買
・
昭
和
三
十
五
年
十
二
月

吉
淵
弘
文
館
発
行
　
　
定
価
～
、
五
〇
〇
円
）

学
界
窮
鼠史

学
研
究
会
関
係

五
月
例
会

　
五
月
山
ハ
貝
　
（
土
）
午
後

　
見
学
会

　
青
葉
の
神
護
寺
・
高
山
寺
を
探
る

　
　
－
神
護
寺
虫
払
展
特
別
見
学
一

六
月
例
会

　
轟
ハ
日
月
ゴ
一
日
　
（
↓
山
）
　
午
後
一
時
レ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
陳
列
館
第
二
教
室

　
太
閤
検
地
論
の
批
判
に
答
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
用
　
露
玉

　
　
　
国
吏
関
係

読
史
会
春
季
旅
行
・
新
入
生
歓
迎
会

　
五
月
｛
三
日
（
土
）
午
前
八
時
半
よ
り
バ
ス
に
て
、

　
天
智
天
皇
陵
i
箆
沙
門
愛
一
坂
上
田
村
麻
呂
墓
－

　
名
神
高
速
道
路
一
醍
醐
三
宝
院
一
法
界
寺
一
己
心

　
院
を
め
ぐ
り
、
こ
こ
で
新
入
生
歓
迎
会
を
も
ち
、

　
午
後
…
瓢
時
頃
か
ら
安
楽
寿
二
段
を
経
て
東
寺
に
も

　
ど
り
、
夕
鋪
解
激
し
た
。
本
年
痩
譜
専
攻
生
は
、

　
学
部
一
〇
名
、
大
学
院
修
土
課
程
三
三
で
あ
る
。

読
史
ム
瓜
春
季
大
ム
ム
　
　
　
山
畠
［
月
　
　
一
日
　
（
鰯
）
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午
前
九
時
半
よ
り
、

　
　
　
報
告
者

　
土
佐
藩
の
政
治
思
想

　
計
帳
に
闘
す
る
二
・
三
の
書
癖

　
公
営
曙
と
調
衛
綱

　
播
磨
魍
矢
野
庄
の
条
黒

　
に
つ
い
て

　
臼
本
啓
蒙
思
想
の
特
質

　
幕
末
期
に
お
け
る
統
一
岡
三
論

　
保
証
刀
禰
に
つ
い
て

　
紀
氏
小
考

　
　
　
特
別
講
演

　
古
鏡
よ
り
み
た
田
本
の
上
省

　
大
会
終
了
後
、

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

旧
制
大
学
院
会
例
会

山ハ

肢
黶
Z
臼
［
（
土
）
午
後
二
暁
呵

　
　
唐
憲
歴
朝
の
経
済
政
策

瓶
鋼
大
学
院
会
例
会

山ハ

ｵ
刀
二
⊥
T
ご
一
三
　
　
（
金
）
　
午
後
五
時

　
　
西
突
荻
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン

　
　
　
支
配
に
つ
い
て

　
七
月
七
日
　
（
金
）

於
京
都
大
学
楽
友
会
館

佐
藤
　
利
夫

原
　
秀
三
郎

村
弁
　
康
彦

上
島

広
閏
池
田
秋
寒
至
急

　康敬昌
男子正庸有

梅
原
　
末
治

溺
室
に
て
茶
話
会
を
開
い
た
。

陳
列
館
会
議
竈

　
善
峰
　
憲
雄

楽
友
会
館

　
　
　
　
悶
野
　
英
二

午
後
一
時
三
〇
分

　
　
　
隙
列
館
演
習
室

　
　
山
椒
朝
聴
．
代
の
修
史
館
　
　
　
　
　
　
稲
葉
　
　
一
以

東
洋
史
談
話
会

　
昭
和
三
六
年
度
の
新
三
回
生
歓
迎
会
を
五
月
九
日

　
（
木
）
浴
北
大
原
三
千
院
に
於
い
て
隔
催
。
な
お

　
新
三
回
生
は
一
三
名
、
鯵
坐
課
程
入
学
生
三
名
、

　
博
士
課
程
進
学
八
五
名
で
あ
る
。

　
　
　
　
地
理
学
関
係

人
文
地
理
学
会
第
4
1
回
例
会

　
　
五
月
六
日
（
土
）
午
後
二
降

　
　
於
滋
賀
県
立
膳
所
高
校

　
集
落
移
転
の
一
事
例
一
滋
賀
県
坂
田
郡
米
原
町
榑

　
　
畑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
畑
巳
年
生

　
ト
ン
ガ
人
の
村
落
生
活
　
　
　
　
藪
内
　
芳
彦

人
交
地
理
学
会
第
岨
圓
輝
会
（
兵
庫
地
理
学
協
会
と

共
催
）

　
　
七
月
八
日
（
土
）
午
後
二
八
　
於
関
西
学
院
大

　
　
学

　
地
方
都
市
の
金
物
工
業
一
三
木
市
と
三
条
市
の
比

　
　
較
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
野
　
輝
男

　
最
近
の
世
界
旅
行
か
ら
の
私
の
知
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
薫

　
　
　
　
考
古
学
関
係

吹
田
市
釈
迦
池
璽
…
跡
の
発
掘

　
六
月
一
五
艮
一
七
月
九
日
　
名
神
閾
高
速
道
路
の

建
設
に
と
も
な
っ
て
、
吹
蒲
・
粥
釈
迦
池
付
近
の
窒
…

跳
が
破
壌
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
大
販
府

教
育
委
員
会
の
依
嘱
を
う
け
て
、
京
都
大
学
考
古

学
研
究
室
の
横
由
助
手
が
調
査
し
た
。
調
査
し
た

窯
跡
は
約
一
〇
基
、
そ
の
う
ち
釈
迦
池
の
二
基
に

つ
い
て
精
密
な
発
掘
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

　
　
　
　
正
　
　
誤
　
　
表

鰯
四
巻
一
二
号
所
載
森
鹿
三
「
居
延
漢
簡
と
く
に
ウ
ラ

ン
・
ド
ル
ベ
ル
ジ
ソ
出
土
簡
に
つ
い
て
」
に
、
左
塑
臨

の
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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補
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宗
罵
上
甲
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関
町
日
回
、

や
し
を
削
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五
七
年
に
は
剛
版

（
三
三
三
・
　
）

（
一
二
論
ハ
・
二
四
【
）

（
…
三
六
・
　
｛
九
）

（
三
三
四
・
幽
七
）

（
一
五
・
四
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私
が
九
年
前
に

（
五
〇
殴
・
二
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二
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一
、
二
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八
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五
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